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あけましておめでとうございます 

 

皆様方には、清々しいお正月をお迎えになったことと存じます。  

   教職員一同、今年も、精いっぱい子供たちのために力を尽くしてまいります。 

   本年も、どうかよろしくお願いいたします。 

                                           校長 福田 純子 

 
 今年の十二支は『辰（たつ）』。これは、「動いて

伸びる」「整う」を意味し、「動植物が奮い立つ様子」

をあらわしているということです。年頭に立ち、改

めて私たちも奮い立ち、よい一年間にするために頑

張ろうという決意を新たにしました。 

 また、雲を呼び風をおこし雨を降らせる龍神様に

は今年はやや控えめにしていただいて、平穏な日々

の中での被災地の復興と、『絆』を大切にした人と

人との結びつきを果たしていきたいものだと願っ

ています。 

  

 新しい年が来ると、大人も子供も、「今年こそは」

と頭の中で「夢」を描きます。新しい気持ちで、希

望や目標を掲げるのはよいことです。 

昔、担任をした６年生で「夢」についての話し合

いをした時、「ない」「わからない」という子供が何

人もいたことを覚えています。その子供たちに私は

「ない、というのがけっして悪いわけではない。で

も、ゆっくりでも考え続けていくことは大事なんだ

よ」と語ったものです。 

ここ数年、「生き方教育」「キャリア教育」の必要

性が強く叫ばれ、小学生のうちから生涯を見通した

進路指導の一環としてのカリキュラムが入ってき

ています。これは「ニート」「ひきこもり」「おたく」

等が社会現象のキーワードとして大きくクローズ

アップされてきた時期と重なります。 

具体的な職業としての「夢」でなくても、「こう

いう人間になりたい」「こんな暮らしをしてみたい」

という漠然としたイメージをもち、そこに向かうス

テップを考えてみるのでもよいと思います。「夢」

と同時に年齢に応じた価値観をはぐくみながら、何

度でも見直し、修正していくことが大事です。恵ま

れすぎている今の子供たちには、「夢」のもち方も

意図的に教える必要があるのかもしれません。 

 

神頼みの「夢」ではなく、子供たちが自分の意志

で「夢」をもち、それを実現していく力を付ける教

育を大切にしたいと考えています。 

         

 １   月  行  事  予  定

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０日（火）冬季休業日明け授業始 

大掃除 給食始  

１１日（水）安全指導 

１２日（木）児童集会 避難訓練 

 身体測定（1年） 委員会活動 

１３日（金）朝読書開始（２月３日まで） 

身体測定（2年）       

１６日（月）身体測定（3年）お話の会 

１７日（火）校内書き初め展 学校公開日 

      お話の会 

１８日（水）学校公開日 道徳授業地区公開講座 

１９日（木）たてわり班遊び 身体測定（4年） 

お話の会 クラブ活動 

２０日（金）身体測定（5年） 

２１日（土）連合図工展（26日まで） 

２３日（月）身体測定（6年） 

２５日（水）お誕生日給食 

２６日（木）児童集会（代表委員会） 

クラブ活動・クラブ見学（3年） 

２８日（土）連合書き初め展（29日まで） 

３０日（月）ユニセフ募金活動 

３１日（火）ユニセフ募金活動 
 

１ 月 の 生 活 目 標  き も ち の よ い あ い さ つ を し よ う  


